
 

子ども読書活動推進の意義 

 

なぜ、子どもの読書活動を推進することが大切

なのでしょうか。 

 まず、小さい子どもにとっては、読み聞かせでの

語りかける言葉が心の成長の一助となり、おはなし

の世界を想像することにより、言葉から人物や情景

を思い浮かべる力を養うことができます。 

 次の段階にあっては、文字が読めることと本が読

めることの隔たりを埋めて行くことが大切です。「本

が読める」ためには、言葉をもとに想像力をはたら

かせて、書かれている内容を理解し、物語や論旨

の展開についていくことが必要です。 

 ただ、子どもには大人が培ってきたような人生経

験や知識がないので、大人ほどの読書力は備わっ

てはいません。 

 つまり、子どもにとっての読書とは「読む力」、すな

わち想像力をはたらかせ、内容をしっかり理解して

読むという精神活動を養うためのものであるといえ

ます。 

 想像力をはたらかせて本を読むことの面白さを経

験した子どもたちは、学業や部活動が忙しくなった

としても、自分の意思でいつでも本の素晴らしい世

界に戻ってくることができるでしょう。 

子どもたちもスマートフォンを利用することが当た

り前の時代ですが、紙の本の大切さや背表紙で中

身を予測する楽しみがわかるようになってほしいも

のです。そうした子どもが一人でも増えるよう、家庭

や学校、図書館をはじめとした各関係者・関係機関

が連携し、子どもの読書活動を推進していくことが

必要なのです。 
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（１） 関係する主体が連携して子どもの読書活動を推進する 

（２） 子どもの読書活動に関する情報提供と啓発を行う 

 

 

 

  第２次茅ヶ崎市子ども読書活動推進計画は、「子どもの読書

活動の推進に関する法律」第９条第２項に基づき、「茅ヶ崎市総

合計画」や「茅ヶ崎市教育基本計画」と整合性を図った、子ども

の読書活動を推進するための計画です。 

 

 

 平成２８年度から平成３２年度までの５年間とします。 

 なお、関連する計画の見直しが行われ本計画との整合性がと

れなくなった場合、また社会情勢の変化等により本計画が実情

に合わなくなった場合には、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 ０歳からおおむね１８歳までの子どもと、保護者をはじめとした

子ども読書活動の推進に係わるボランティアや、幼稚園・保育

園・認定こども園、学校などの関係機関を対象とします。 

 

基本方針 

計画の位置づけ 

計画の期間 

計画の対象 

家 庭

家庭における読書活動の推進

おはなし会をはじめとする事業

への参加

図書館等の利用

子どもの読書活動を啓発する取組

の推進

学校図書館資料の充実

学校図書館運営の工夫

司書教諭、学校図書館嘱託員の

研修の充実

学校における読書活動の充実

茅ヶ崎寒川地区学校図書館協議会

（SLA)を通じた情報交換

学 校

幼稚園・保育園・認定こども園の

図書コーナーの充実

絵本やおはなしに親しむ環境整備

教諭・保育士の読書に関する資質

の向上

園だよりやリストなどを使った

本の紹介

幼稚園・保育園・

認定こども園

児童図書資料の充実

図書館

子どもが利用しやすい環境の

整備

ボランティア登録・派遣システム

構築及び支援者の養成

ブックスタート事業の推進

おはなし会をはじめとする事業

の充実

学校との連携

社会教育施設や関係機関と連携

した事業の実施

子ども読書に関する情報提供団体貸出の推進

図書コーナーの設置・充実

公民館等

ボランティアと連携した

事業の実施

講座・講演等啓発活動の実施


